
                          事 務 連 絡 

平成 23 年 10 月 19 日 

 

 

地 方 厚 生 ( 支 ) 局 医 療 課  

都道府県民生主管部（局） 

国民健康保険主管課（部）    御中 

都道府県後期高齢者医療主管部（局） 

後期高齢者医療主管課( 部) 

 

 

厚生労働省保険局医療課   

 

 

疑義解釈資料の送付について（その 11） 

 

 

 「診療報酬の算定方法の一部を改正する件」（平成 22 年厚生労働省告示第

69 号）等については、「診療報酬の算定方法の一部改正に伴う実施上の留意事

項について」（平成 22 年３月５日保医発 0305 第１号）等により、平成 22 年４

月１日より実施しているところであるが、今般、その取扱いに係る疑義照会資

料を別添１及び別添２のとおり取りまとめたので、参考までに送付いたします。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 



〈 別 添 ２ 〉 

訪問看護療養費関係 

 

問１ 従来、医薬品や衛生材料を訪問看護ステーションに置くことはできると

されていたが、一定の医薬品や衛生材料は常備できると考えて良いか。 

（答） 

「指定訪問看護事業者が卸売販売業者から購入できる医薬品等の取扱いに

ついて」（平成 23 年５月 13 日付厚生労働省医薬食品局総務課・老健局老人保

健課・保険局医療課事務連絡）（以下「事務連絡」という。）においては、卸販

売業者からグリセリン液、グリセリン浣腸液、白色ワセリン、オリブ油、生理

食塩液、注射用水及び精製水が購入できるとされており（薬局でも購入可能）、

購入したものについては訪問看護ステーションに保管することができる。 

また、使い捨て手袋、ガーゼ、カット綿、綿棒等の衛生材料についても保管

することができる。 

 

問２ 事務連絡の中の衛生材料には、ドレッシング剤やテープ類も含まれるの

か。 

（答） 

 含まれる。 
 

 




